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研究成果の概要（和文）：新型コロナウイルス感染症により、特にがんなどの身体疾患患者は対面での認知行動
療法が困難となった。そこでオンラインでの慢性疼痛グループ認知行動療法（以下CBT）の確立を目的に手順書
を作成した。オンラインCBTを施行した12名中9名の質問紙を回収し、痛みの破局的認知、痛みの強さと感情的側
面、抑うつ、身体活動のQOLで改善を認め、治療同盟も改善した。
慢性疼痛患者26名と健常者28名に対しAttention Network Test-Revision(ANT-R)、安静時fMRIを測定した結果、
慢性疼痛患者における注意機能の障害と、左島皮質-左眼窩面前頭前皮質の機能結合性低下との関連が示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：Because of COVID-19 pandemic, it became difficult to perform face-to-face 
group cognitive-behavioral therapy (the following CBT) for patients with physical diseases, 
especially such as cancer.
Accordingly, we made the procedure of the online group CBT for chronic pain. The entry of 
questionnaire was finished in 9 of 12 patients performed online CBT. The results demonstrate that 
therapeutic alliance was built by online CBT, and pain catastrophizing, clinical pain intensity and 
affective aspects, depression, and quality of life in daily physical role were improved after online
 CBT.We performed Attention Network Test-Revision (ANT-R) and resting-state fMRI on 26 chronic pain 
patients and 28 age-matched healthy controls. The results demonstrate that chronic pain patients 
showed disturbance of attention function, and decreased functional connectivity in the left insula 
and left frontal regions.

研究分野： 精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
オンラインでの慢性疼痛グループCBTの手順書を作成し、有効性を検証した。オンライングループCBTでは良好な
治療同盟の構築と、痛みに対する破局的認知や、痛みの強さや感情、抑うつ、身体機能に関連するQOLの改善が
示唆され、今後がんなど身体疾患を有する患者では通院の負担が少なく行えるメリットがあると考えた。
また、我々は慢性疼痛患者の安静時fMRIの結果からは、慢性疼痛患者における注意機能の障害が、左島皮質と左
眼窩面前頭前皮質の機能結合性の低下と関連していることが示唆された。注意機能はCBTの治療効果に重要な影
響を与えるため、今回得られた結果はCBTの神経科学的基盤解明の一端に寄与するものとなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
慢性疼痛の治療において、薬物療法や神経ブロックなどだけでは疼痛や ADL は改善しにくい

ことが多いと指摘されており(Clark, J Pain Symptom Manage 2002)、その理由として心理・行
動要因の関与が大きいことが示唆されている(Wiech, Science 2016) 。慢性疼痛では抑うつや
不安、活動量の減少などが出現し、疼痛に認知が集中しさらに疼痛が悪化するという悪循環が形
成されると考えられ、これらの心理・行動要因に作用する治療として認知行動療法が有効とされ
ている(Williams et al, Cochrane Database Syst Rev. 2012)。  
 がんのような身体的・治療的要因がある場合の慢性疼痛について、組織障害や神経損傷などか
ら痛みが発現し、知覚され表出されるが、それらを修飾する要因として抑うつや不安、実存的苦
痛、ケミカルコーピング、破局視や身体化といった心理社会的要因が関与し、慢性化の要因とな
ると考えられる(Hui et al., J Clin Oncol 2014)(Schreiber et al., Pain Management 2014)。 
また、慢性疼痛の神経科学的機序としては、感覚、感情、認知、行動、侵害受容性の処理と関

連する脳領域の機能不全が指摘されており(Kuner et al., Nat Rev Neurosci 2017)、脳画像の
観点からは、前部帯状皮質、島皮質、視床、体性感覚野、前頭前皮質、中脳、扁桃体、海馬など
の疼痛関連脳領域の機能不全や各領域間の機能的結合異常が指摘されている(Bushnell et al., 
Nat Rev Neurosci 2013) 。 
 我々は身体疾患を有する場合の慢性疼痛について、乳がんサバイバーの慢性疼痛患者に対し
て、認知行動療法の疼痛および精神症状、社会機能に対する効果と、fMRI による認知行動療法
前後の疼痛関連領域における変化を調べることを目的として本研究を計画した。 
 
２．研究の目的 
①オンラインによる慢性疼痛グループ CBT の方法の確立と治療効果の調査 
 当初、がんサバイバーの慢性疼痛に対する認知行動療法の有効性について調査することを検
討したが、新型コロナウイルス感染症の蔓延により、特にがんのような身体疾患を持つ患者は
対面での認知行動療法の施行が困難となった。そこで、オンラインでの慢性疼痛グループCBTの
施行方法を確立し、その治療効果について疼痛、精神症状、社会的機能、QOLの面から調査する
ことを目的とした。 
②慢性疼痛患者における疼痛関連脳領域の機能不全や機能的結合性異常の探索 
 当初はがんサバイバーにおける慢性疼痛の神経科学的基盤を探索する予定であったが、新型
コロナウイルス感染症の影響を鑑み、まずは慢性疼痛における神経科学的基盤を探索すること
とした。慢性疼痛患者においてはfMRIにおける安静時の脳活動と、CBTの施行に影響する注意機
能との関連を調査する。 
 
３．研究の方法 
①オンラインによる慢性疼痛グループ CBT の方法の確立と治療効果の調査 
 当院で行っていた対面での慢性疼痛グループ CBT の方法をオンライン用に改変し、倫理委員
会に提出して治療効果を検証する。 
 作成したオンライン慢性疼痛グループ CBT のパッケージについて、当院精神科を受診した慢
性疼痛患者を対象に全 12回のセッションで行う。グループ CBT 開始前後で痛みの知覚、認知、
感情、行動、QOL などに関する質問紙を行い比較する。 
②慢性疼痛患者における疼痛関連脳領域の機能不全や機能的結合性異常の探索 
 認知機能は記憶、注意、計画性、問題解決能力などを含むが、慢性疼痛患者における認知機能
障害には注意機能の障害が重要であることが知られている（Hart RP et al. Neuropsychol Rev. 
2000）。慢性疼痛患者の注意機能を調査するため、当院精神科通院中の慢性疼痛患者および健常
者に対して、注意機能の評価尺度として Attention Network Test-Revision(ANT-R)を測定する。 
 また、慢性疼痛患者の疼痛に関する脳領域や機能的結合性の局在を調べるために安静時 fMRI
を施行し、慢性疼痛患者と健常者における注意機能と安静時 fMRI 活動との関連を調査する。 
 
４．研究成果 
 国内外の文献検索サイトより、ICT（情報通信技術）を利用した慢性疼痛の認知行動療法や心
理教育プログラムについての文献レビューを行い、これを踏まえてこれまで我々が対面で行っ
ていた慢性疼痛の認知行動療法プログラムをオンライン用に見直し、手順書を作成した。慢性
疼痛に対するオンライングループCBTの有効性について検討することを目的として研究実施計画
書を作成し、広島大学臨床研究倫理委員会に提出して2021年4月に承認された。 
 その後オンラインでの慢性疼痛に関するグループ CBT の手順書に基づき、全 12セッションの
グループ CBT を計 12 名に行い CBT の前後で疼痛尺度、心理社会的尺度などのデータ収集を CBT
前後で行った。オンライングループ CBT において脱落者はなく、有害事象も認めなかった。治療
前後で測定する疼痛尺度として、主観的な疼痛感覚を様々な視点から評価する McGill Pain 
Questionnaire（MPQ）、痛みの破局的認知を評価する Pain Catastrophizing Scale（PCS）、痛み
の程度を評価する Visual Analogue Scale（VAS）、心理社会的尺度として、主観的な抑うつ気分
を評価する Beck Depression Inventory（BDI）、主観的な不安状態を評価する State-Trait 



Anxiety Inventory（STAI）、社会機能を評価する Medical Outcomes Study 36-Item Short Form
（SF-36）、アレキシサイミア傾向を評価する Toronto Alexithymia Scale（TAS）を行い、さら
にオンライングループ CBT における治療同盟の評価として Working Alliance Inventory（WAI）
を行った。  
 各患者の評価尺度を治療前後で比較した結果、PCS、WAI、BDI、MPQ-2 のうち痛みの強さ（VAS）
と感情的側面、SF-36 のうち身体の日常生活機能を示す部分で有意に治療後の改善が見られた。 
以上より、オンラインでの慢性疼痛グループ CBT では、良好な治療同盟が構築され、痛みに対す
る破局的認知、痛みの強さやそれに伴う感情、抑うつ、身体機能に関連する QOL が改善すること
が示唆された。 
また、我々は慢性疼痛患者 26 名と健康コントロール 28 名に対して安静時 fMRI と、Attention 
Network Test-Revision(ANT-R)を測定した。その結果、慢性疼痛患者ではコントロール群に比べ
て ANT-R 下位分類の確実性（validity）が低下し、反応が遅延していたことから、注意機能の障
害が示唆された。さらに安静時ｆMRI において、慢性疼痛群ではコントロール群と比べて有意に
左島皮質と左眼窩面前頭前皮質の結合性が低下し、その結合性は ANT-R の validity と負の相関
を示した。以上から、慢性疼痛患者における注意機能の障害と、左島皮質と左眼窩面前頭前皮質
の機能結合性の低下との関連が示唆された（図１）。左島皮質と左眼窩面前頭前皮質は腹側注意
ネットワーク（Ventral attention network）の一部であるため、今回の脳画像の結果から、慢
性疼痛では特に、身体感覚などのボトムアップ的な注意の機能が低下している可能性があり、身
体感覚に対する誤った認識に陥りやすい状態であることが示唆された。事業期間全体として、
我々は慢性疼痛患者に対するオンライン CBT の手順書を作成して方法を確立し、オンライン CBT
において痛みの強さ・認知や QOL の改善が得られることを突き止めた。また、安静時ｆMRI の研
究では、慢性疼痛患者における脳の機能的結合性の変化が注意機能の低下に関連していること
が示唆された。注意機能は CBT の治療効果に重要な影響を与えるため、今回得られた結果は CBT
の神経科学的基盤解明の一端に寄与するものとなる。 
 
 
 
 図 1：脳機能結合性（左島皮質―左眼科面前頭前皮質）と
注意機能（ANT-R の validity）の相関 
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